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Exploring sources of inter-individual variation
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～聴覚基礎特性の個人差の元を探る～
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私たちの「聞こえ」は、耳から
脳に至る経路で、並行かつ多段
階の情報処理が行われることで
成立しています。「聞こえ」に
関わる基本的能力の個人差が、
どの程度あるのか？また、どの
情報処理メカニズムの違いによ
るものなのか？を明らかにする
研究をご紹介します。

医学的に難聴とは診断されない
人の間にも、聴覚の基礎能力に
個人差があることが分かりまし
た。また、その個人差が、従来
信じられていたよりも初期（下
位）レベルのメカニズムの違い
によって、ある程度説明できる
ことを明らかにしました。

研究成果は、高齢者など、日常
生活で聞こえの困難を訴える
方々の原因特定、診断や治療と
いった医療分野への波及効果が
期待されます。さらに、補聴器
の性能向上ばかりでなく、聞き
とりやすい音の設計、言語や音
楽の聞き取り能力の訓練方法の
開発につながります。

これまで、時間微細構造(TFS; 聞きたい音を聴

く手がかりの一つ)に対する感度の個人差は、

有毛細胞・聴神経より上位のメカニズムの違い

を反映すると信じられてきました。

我々は、耳音響放射（耳から放射される音）を

調べ、より下位に位置する内耳（基底膜）の機

械的特性も、個人差の重要な要因であることを

発見しました。
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両耳間強度差、時間差（IID, ITD; 音源の位置を知る

ための手がかり）は、文字通り、両耳間で信号を比較

するメカニズムによって処理されています。

この両耳メカニズムだけでなく、音の強度や時間パ

ターンの処理といった、より下位（片耳だけ）のメカ

ニズムの性能も、個人差の重要な要因であることを発

見しました。
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検出閾値の比較

耳の機械的特性は聞き取りの良さの要因

片耳の性能は音源定位能力の要因

有毛細胞：機械振動
を神経信号に変換

上オリーブ核：両耳
間の信号を比較

聴神経：神経信号（強度・時
間パターン）を中枢へと伝達

基底膜：音情報を
機械振動で表現


